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研究成果の概要（和文）：卵巣明細胞腺癌の移植モデルにおけるMet阻害剤の効果について、現時点で著効する
という実験結果を得ることができていない。その理由としてさまざまな要因が考えられるが、卵巣明細胞癌の細
胞株の増殖速度が遅いため、ヌードマウスへの移植実験の実験結果が安定しないことが挙げられる。卵巣明細胞
腺癌以外の腫瘍についてMet増幅の有無を検討したところ、内膜癌の一部では増幅があることが確認された。一
方で乳癌ではほとんど増幅がないことが判明した。

研究成果の概要（英文）：At this moment, we do not have definite data about positive effects of Met 
inhibitors against transplanted ovarian clear cell carcinoma model. There are multiple reasons, but 
an important factor is that cell lines of ovarian clear cell carcinoma are slow-growing and 
difficult to obtain stable grafts in nude mice. We have analyzed tumors other than ovarian clear 
cell carcinomas, and Met amplification was confirmed in a subpopulation of endometrial cancers. On 
the other hand, breast cancers mostly had no amplification of the Met gene.

研究分野：人体病理学
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１． 研究開始当初の背景 
 

卵巣明細胞腺癌は化学療法抵抗性で予後が

悪い。我々は、これまでに、明細胞腺癌の

発症に子宮内膜症を背景とする繰り返す出

血に伴う局所の鉄の過剰沈着による酸化ス

トレスが関係しており、特に Met 遺伝子の

増幅が本腫瘍を特徴づけていることを明ら

かにしてきた。 
 
２． 研究の目的 
 

卵巣明細胞腺癌の分子診断法の確立及び

Met を分子標的とした新規卵巣明細胞腺癌

の治療法の開発を行うことを目的とする。 
 
３． 研究の方法 
 

Met 遺伝子の増幅を有する卵巣明細胞腺癌

の細胞株をヌードマウスに移植する実験を

行って、Met 阻害剤の効果を試す。また臨

床検体を用いて乳癌や子宮体癌について

Met の増幅の有無を検討する。 
 
４． 研究成果 
 

卵巣明細胞腺癌の移植実験についてMet阻害

剤が有効であるとの成果は現時点で得られ

ていない。一方で、Met 遺伝子の増幅につい

ては子宮体癌の一部で認められるが乳癌で

はほとんど見られないことが明らかとなっ

た。 
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